
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都市   】 

学校名【 京都市立九条弘道小学校 】 

１実践テーマ Ⅲ ･ Ⅴ  

２実施対象者 

 

（学 年 ･人 数） 

１年 １クラス １４名   ２年 ２クラス ２２名 

３年 １クラス ２５名   ４年 ２クラス ２４名 

５年 ２クラス １８名   ６年 ２クラス ２４名  

（育成学級含む） 

教職員  １８名 

 保護者    40名      計 185名 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（       ） 

② 行事名（  オリパラ体験学習  ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・障がい者スポーツの選手を招いた講演や競技実技体験などを

通して，オリンピック・パラリンピックについて知るととも

に，障がいのある人に対する理解，また，共生していくこと

についての理解を深めることができるようにする。 

・障がい者と健常者の差異は生活方法だけであることを認識

し，自分を含めすべての人が無限の可能性を秘めている存在

であることに気づく。 
５ 取組内容 【事前学習】５，６年生 

 ○パラリンピックってなんだろう 

  １）パラリンピックの映像を見て気づいたことや感じたこと

を書く。 

  ２）パラリンピックの競技で使う用具についてクイズ形式で

学ぶ。 

  ３）パラリンピックの変遷について知る（歴史，用具の変化）。 

  ４）パラリンピックの「すごい！」と思ったことを交流する。 

    （工夫や支援によって障害のあるなしに関わらず，自分

の限界に挑戦できることに気づく） 

  ５）パラリンピックを象徴する言葉を知り，学習の感想を書

く。 

 ※１～４年生の事前学習は，パラリンピックの映像を見たり，

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 
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先生の話を聞いたりしてパラリンピックについて興味を高

めておいた。 

 

【オリパラ体験学習】前半：１～３年 後半：４～６年 

  １）低学年入場 

  ２）低学年体験学習開始 

  ３）学習のめあて（パラリンピックに興味を持つこと） 

  ４）デモンストレーション（保護者とNPO 法人パラキャン

講師，教職員が入って車いすバスケ） 

 

 

 

 

 

 

 

  ５）車いす体験 

・車いす鬼ごっこ（10 人）代表の児童 

・車いすリレー（全員） 

  ６）講師の方に質問 

     ・どうして車いすバスケを始めたのか 

     ・車いすの生活は大変ではないのか 

     ・歩けるのにどうして車いすバスケをしている人がい

るのか  など 

 

 

 

 

 

 

 

 ７）まとめ（講師の方から伝えたいこと：パラリンピックに

込められた意味とは？） 

  ８）低学年退場 

９）高学年入場 

  １０）高学年体験学習開始 

  １１）学習のめあて 

  １２）デモンストレーション 

  １３）車いす体験 

・車いすバスケットボール体験（10 人）代表 

・車いすリレー 
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１４）講師の方に質問 

     ・車いすバスケの車いすにはどのような工夫がされて

いるのか 

     ・車いすでこけてしまうことはあるのか 

     ・車いすの生活で困ることはどんなことか など 

  １５）まとめ 

 

【事後学習】  

  ○オリパラ体験をして，知ったこと，感じたこと，考えたこ

とを書き，交流する。 

６ 主な成果 

 

○様々なスポーツがあることを知り，スポーツに対する興味を高

めることができた。 

○パラリンピックで行われているスポーツは障害のある人だけ

が行うスポーツなのではなく，健常者も共に楽しむことができ

るスポーツであることを感じることができた。実際に車いすバ

スケに興味をもち，自分から車いすバスケの練習を見学に行く

積極的な姿が見られた。 

○パラリンピックで行われるスポーツは，用具やルールを工夫す

ることで，だれもが自分の目標に向かって自分を高めていくこ

とができるようになっていることを知ることができた。 

○体験や講師の先生の話から，障害のある，ないに関係なく，「で

きること・できないこと」はみんなにあるということを知り，

目的に向かうまでの手段が人それぞれ違うだけであることを

感じることができた。 

○パラリンピックの意義「失ったものを数えるな。残されたもの

を最大限に生かせ」という考え方に強く心を打たれた児童が多

かった。講師の先生の「できないことを探すのではなく，でき

ることを探してください。自分のことも。友達のことも。」と

いうメッセージに児童も保護者も教職員も前向きな気持ちを

持つことができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○午前中に運動会，午後にオリパラ体験を行うことで，どっぷり

とスポーツにひたることができるようにした。自分たちでしっ

かりと体を動かした後，違う視点でスポーツを見る，体験する

ことで，様々な角度からスポーツを考えられるようにした。 

○保護者や教職員が参加し，デモンストレーションを行うこと

で，子どもの興味関心をひき出せるようにした。 

○高学年では事前にパラリンピックの歴史や競技のルールや工

夫を学び，予備知識をもった上で体験をするようにした。この

ことで，「楽しかった」という受け止めだけでなく，疑問や予

想を確かめることができた。 

○振り返りの学習を行うことで，さらに関心を高められるように

した。 

８主な課題等 ○今回は，体験が全校（前半：低学年，後半：高学年）の実施だ

ったため，車いす体験の時間が多く取れなかった。全校で実施

した後，4 年生は総合的な学習の時間のテーマが「福祉」なの

で，継続して講師の先生に来ていただき，体験を深めていくこ

とができたらよいと思う。ただ，費用面で何度も行うことは難

しい。  
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９来年度以降の

実施予定 

○来年度も実施したいと考えている。全校での実施も考えている

が，4 年生での実施にし，総合的な学習の時間の学習の中で位

置づけ，さらに深く学習していくことができればと考えてい

る。 
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